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図 1:問題 1の利得行列
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以下の問題に答え,指示に従ってマークを塗りつぶしなさい。

解答欄が分数の問題は,必ず約分をして答えよ。また 1は :,0は :と答えよ.

・ 解答欄の桁数が余るときは前の桁に 0をマークせよ.例えば アイ の答えが 7の

ときは,07と し,アに 0,イ に 7をマークせよ.

問題 1図 1の戦略形ゲームについて,E=コ [ウ ]に当てはまるものをマークせよ.

問 1プレイヤー 2に弱支配戦略はあるか。あればその戦略を選び,なければ「なし」を選

んで E互 ]にマークせよ (支配戦略は弱支配戦略
であるとする).

8勝 (3)員 8をし ③

問 2純粋戦略のナッシュ均衡をすべて [イ lにマークせよ。(複数ある時は複数
マークし,

ない場合は「なし」のみを選んでマークせよ.混合戦略は考えない)。

8激3(2)鼈場(l澄3⑦ なし0010
問 3純粋戦略の「支配されないナッシュ均衡」をすべて 巨 ]にマークせよ。(複数ある

時は複数マークし,ない場合は「なし」のみを選んでマークせよ。混合戦略は考え
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問題 2図 2について,バックワー ドインダクションを用いてゲームの解を求めよ.答は表
ゴにおいて,各プレイヤーが意思決定点で選択する代替案 (″かνかノを記入してください.

なお図では利得は左から順にプレイヤー 1,2,3を表し,点のυ弯はプレイヤーをの J番目の

意思決定点を表している。

間 2(プ レイヤーの順序が不規則なので注意)
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図 2:ゲームの解を求める

表 1:図 2のゲームの解
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問題3図θのゲームについて,Eア

・ 図 3のナッシュ均衡は,混合戦

・ 図 3のゲームのナッシュ均衡で,完全に,

イヤーが純粋戦略を確率 1で選ぶことはア

選択し,プレイヤー 2は Rを
橿署争
選択する oの確率ではなくRであることに

注意).
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図 3:2人ゲーム

問題 4以下の問いに答え, アイ [ス セソ lに当てはまる数値を答えよ.

ある財の市場が独占市場であるとする。財の逆需要関数がp=29-″ で ("は生産量で ,
Pは価格),企業が財を 1単位生産するための費用が 5であるとする。

問 1独占企業の利潤を最大にする生産量は
[

間 27肖費者余剰は 亡丑壼コでぁり,企業の禾

次に,こ の市場が 2企業の複占市場であるとし,2企業が同時に生産量を決定するクール
ノー競争を考える。財を 1単位生産するための費用は, どちらの企業も6であるとする。

問 3クールノー均衡における各企業の生産量は

問 4こ の複占市場における消費者余剰は である。
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問題 52つの企業総業」と企業のが差別化された製品を供給している差別化寡占の問題
を考えよう。財の需要関数は,企業りの価格をpゎ 需要量を 9ぅ とすると

91=15-pl+ρ 2

92=15-p2+pl

で与えられるものとする。また企業が財を生産する限界費用は,企業 1が 3,企業 2は 9で

…

る 以下のレ のE互

=コ

優 ∃ 哨

T櫛
IIf[f出 で問 1ベルトランナッシュ均衡における企業 1の価格は アイ で,企蘇

ある。                    2g9
問 2ベルトランナッシュ均衡における企業 1の利潤は オカキ である.

問題 6図 ィのゲームについて,E互コ Iク ]に当てはまる数値をマークせよ.

α<E=コ のとき,図 4のナッシュ均衡は混合戦略まで含めて EttL個ある。このと

き,プレイヤー1のナッシュ均衡における利得はE豆コ,プレイヤー2のナッシュ均
衡における利得は2である。         3

α>E量コのとき,図 4のナッシュ均衡は混合戦略まで含めて E菫コ個ある。
このと

き,プレイヤー 1がナッシュ均衡でびを選ぶ確
ヂ
は
E∃瞥
ある。またαが非常に大

きくなると,プレイヤー2がιを選ぶ確率は□ に近づき,そのときのプレイヤ
ー
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図 4:変数のある 2人ゲーム
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